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・修正点

中でwaitしないように修正
子プロセスがゾンビにならないよう修正

問題7.5

server.plをmanperlipcなどを参考に、forkするように書き換えて見よ。
forkする方が適しているサービスにはどんなものがあるかを考えて実装してみよ。
(Cで書く場合は、課題で行なうstream.cのgetstreamを使うのが良い)
アクセスカウンタをforkするserverで作る場合には、lock等が必要になる。
lockを使う場合はWWWの演習で出て来る。また、アクセスカウンタ用のサーバを
作ることにより、実現することもできる。lockと専用サーバの利点と欠点、
向いているサービスなどについて考察せよ。

・ソースの抜粋

ソースの場所：/net/home/cvs/y05/j05002/OS/Lecture7/mondai7-5/server_fork3.pl
/net/home/cvs/y05/j05002/OS/Lecture7/mondai7-5/client.pl

subspawn;#先行宣言
sublogmsg{print"@_at",scalarlocaltime,"¥n"}

省略

my$paddr;
my$waitedpid=0;
my$pid;

subREAPER{
$waitedpid=wait;
$SIG{CHLD}=¥&REAPER;#loathesysv
logmsg"reaped$waitedpid".($??"withexit$?":'');
}

$SIG{CHLD}=¥&REAPER;

for($waitedpid=0;($paddr=accept(Client,Server))¦¦$waitedpid;
$waitedpid=0,closeClient){
nextif$waitedpidandnot$paddr;

my($port,$iaddr)=sockaddr_in($paddr);
my$name=gethostbyaddr($iaddr,AF_INET);

logmsg"connectionfrom$name[",inet_ntoa($iaddr),"]";

spawnsub{
print"Hellothere,$name,it'snow",scalarlocaltime,"¥n¥n";
};
}

subspawn{
my$coderef=shift;
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unless(@_==0&&$coderef&&ref($coderef)eq'CODE'){
confess"usage:spawnCODEREF";
}

my$pid;
if(!defined($pid=fork)){
logmsg"cannotfork:$!";
return;
}elsif($pid){
logmsg"begat$pid";
return;
}

open(STDIN,"<&Client")¦¦die"can'tdupclienttostdin";
open(STDOUT,">&Client")¦¦die"can'tdupclienttostdout";
##open(STDERR,">&STDOUT")¦¦die"can'tdupstdouttostderr";
exit&$coderef();
}

・実行結果

[j05002@mondai7-5]%perlserver_fork3.pl
serverstartedonport2345atSunFeb1118:26:362007
connectionfromlocalhost[127.0.0.1]atSunFeb1118:26:412007
begat553atSunFeb1118:26:412007
reaped553withexit256atSunFeb1118:26:412007
connectionfromlocalhost[127.0.0.1]atSunFeb1118:26:442007
begat555atSunFeb1118:26:442007
reaped555withexit256atSunFeb1118:26:442007
connectionfromlocalhost[127.0.0.1]atSunFeb1118:26:452007
begat557atSunFeb1118:26:452007
reaped557withexit256atSunFeb1118:26:452007

クライアントが接続するたびに、PIDやポート番号
が変わっていることから、forkが正しく動作している
ことが分かる。

このようにforkするサーバープログラムは、複数のクライアントが
同時にサーバにアクセスするようなサービスに向いている。
例えば、HPのアクセスカウンタである。
この場合、アクセスカウンタをサーバー側でforkして作成することになる。
しかし、複数の人が同時に同じファイルにアクセスする可能性がある。
そのため、ファイルのアクセス数などの整合性をとるために、lock等で
ファイル書き込み時に排他制御を行う必要がある。


